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中野市総合計画審議会委員名簿 
順不同 

任期：平成 17年８月 10日から 2年間 

氏　名 団　体　等 所属部会 

会　長 滝　沢　　　忠 中野市ボランティア連絡協議会会長 民生環境 

副会長 田　尻　隆　子 中野市保健補導員会会長 

副会長 水　野　千　弘 中野市豊田地域審議会会長 総務文教 

副会長 小　林　貴三子 中野市保健補導員会会長 民生環境 

委　員 阿　部　敏　明 中野市教育委員会教育委員長 

〃 清　水　　　正 中野市教育委員会教育委員長 総務文教 

〃 橋　光　芳 中野市農業委員会会長 

〃 武　田　俊　道 中野市農業委員会会長 経済建設 

〃 上　原　悦　男 中野市区長会会長 

〃 松　島　輝　男 中野市区長会会長 総務文教 

〃 稲　澤　松　子 男女共同参画推進懇話会委員長 民生環境 

〃 清　野　久　子 ふるさと虹の会会員 経済建設 

〃 大　内　ふじ子 中野市豊田地域審議会委員 総務文教 

〃 橋　幸　司 中野市ＰＴＡ連合会会長 

〃 土　屋　金　治 中野市ＰＴＡ連合会・日野小学校ＰＴＡ会長 総務文教 

〃 古　田　訓　孝 中野市公民館分館協議会会長 

〃 須　崎　太　郎 中野市公民館分館協議会会長 総務文教 

〃 清　水　康　雄 中野市社会福祉協議会会長 民生環境 

〃 山　口　元　江 中野市老人クラブ連合会副会長 （ 女性部長 ） 民生環境 

〃 宮　嵜　三　雄 中野市民生児童委員協議会会長 民生環境 

〃 割　田　登志男 中野市衛生自治会会長 

〃 藤　沢　初治郎 中野市衛生自治会会長 民生環境 

〃 関　　　黎　子 中野市消費者の会会長 

〃 今　井　多惠子 中野市消費者の会会長 民生環境 

〃 小　林　宣　雄 中野市農業協同組合代表理事組合長 経済建設 

〃 市　川　志　津 中野市農業協同組合女性部部長 

〃 小　野　すみ江 中野市農業協同組合女性部部長 経済建設 

〃 苅　和　義　夫 中野商工会議所会頭 

〃 関　　　堅　治 中野商工会議所会頭 経済建設 

〃 武　田　健　児 中野青年会議所直前理事長 経済建設 

〃 中　野　行　男 信州なかの観光協会事務局長 経済建設 

〃 佐　藤　則　子 中野市農村女性活動推進委員会委員 

〃 町　田　美佐子 中野市農村女性活動推進委員会委員 経済建設 

〃 佐　藤　晴　夫 中野市消防団団長 

備　　考 

平成 18年３月 29日退任 

平成 18年８月４日退任 

平成 18年８月４日退任 

平成 18年３月 29日退任 

平成 18年８月４日退任 

平成 18年８月４日退任 

平成 18年８月４日退任 

平成 18年８月４日退任 

平成 18年３月 29日退任 

平成 18年12月８日退任 

平成 18年８月４日退任 

平成 18年８月４日退任 

〃 橋　剛太朗 豊田特産振興会顧問 経済建設 

〃 古　坂　和　俊 北信地方事務所所長 総務文教 

〃 増　田　善　行 中野市消防団団長 総務文教 



155

諮問書／答申書

18第2846号

平成18年８月３日

中野市総合計画審議会

会長　滝沢　忠　様

中野市長　青木　一

中野市総合計画基本構想（案）について

中野市総合計画基本構想を策定するにあたり、中野市総合計画審議会条例（平成17

年中野市条例第21号）第１条の規定により、下記事項を諮問します。

なお、答申は、平成18年８月18日までにお願いします。

記

１　中野市総合計画基本構想（案）

基本構想　諮問書

平成18年８月23日

中野市長　青木　一　様

中野市総合計画審議会

会　長　滝沢　忠

中野市総合計画基本構想（案）について（答申）

平成18年８月３日に諮問された、中野市総合計画基本構想（案）について、下記のと

おり答申いたします。

記

原案は適当である。

基本構想　答申書
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18第4511号

平成18年11月９日

中野市総合計画審議会

会長　滝沢　忠　様

中野市長　青木　一

中野市総合計画前期基本計画（案）について

中野市総合計画前期基本計画を策定するにあたり、中野市総合計画審議会条例（平

成17年中野市条例第21号）第１条の規定により、下記事項を諮問します。

なお、答申は、平成18年12月18日までにお願いします。

記

１　中野市総合計画前期基本計画（案）

基本計画　諮問書

平成18年12月18日

中野市長　青木　一　様

中野市総合計画審議会

会長　滝沢　忠

中野市総合計画前期基本計画（案）について（答申）

平成18年11月９日に諮問された、中野市総合計画前期基本計画（案）について、下記

のとおり答申いたします。

記

原案は適当である。

基本計画　答申書
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総合計画策定の経過

議会全員協議会で基本方針について説明

総合計画審議会（策定方針の説明）

市民意識調査実施

総合計画審議会（市民意識調査速報）

中野市の未来を語るワークショップ（6回開催）

総合計画審議会（基礎調査中間報告）

企画担当係長等会議で総合計画策定について説明

部門計画会議で素案を作成検討

市民懇談会（市内11地区）

基本構想について市長に説明

庁内策定委員会（基本構想について）

基本構想案パブリックコメント

総合計画審議会へ基本構想諮問

総合計画審議会（基本構想内容審議、採決）

基本構想答申

中野市議会定例会

市議会基本構想審査特別委員会

策定担当係長等会議

基本計画策定市長助役ヒアリング

庁内策定委員会

基本計画案パブリックコメント

総合計画審議会へ基本計画諮問

総合計画審議会　部会審議

総合計画審議会（内容審議、採決、答申）

７月７日

８月10日

10月13日～27日

11月18日

１月12日～３月29日

３月29日

５月19日

５月22日～７月20日

６月21日～７月31日

７月24日

７月31日

８月３日～18日

８月４日

８月18日

８月23日

９月４日～26日

９月20日

９月22日

10月12日～18日

11月８日

11月９日～12月７日

11月20日

12月８日

12月18日

平成18年

平成18年

月　　日 策定経過
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１　調査の概要

調査対象者 市内在住の16歳以上の男女5,000人（平成17年10月1日現在で住民基本台帳から

無作為に抽出）

調査総数 4,944人（あて先不明者等を除く）

回答総数 2,830票

回収率 57.2％

調査期間 平成17年10月13日～27日

2 調査の結果

○人生における「大切なもの」

人生における「大切なもの」をたずねたところ、「家族」（83.1％）、「健康・長寿」（69.8％）、

「友人・仲間」（50.7％）、「お金・財産」（50.2％）、「自分」（46.5％）の順となり、お金や財産

といった経済的なものより家族や健康が大切であるとする割合が上回りました。年代別では、

上位の回答項目は順位のばらつきはあるものの、ほぼ同様の傾向を示したのに対し、下位項

目をみると10歳代と20歳代では「趣味・娯楽・芸術」、「時間」、30歳代から50歳代では「仕事」、

60歳代以上では「生活環境」、「身体能力」と回答した割合が高くなっており、世代ごとの価

値観の違いもみられました。

○今後の生活の不安

今後の生活における不安についてたずねたところ、「健康や、介護が必要になった場合のこ

と」（63.9％）、「年金、住宅ローン、教育費など家計について」（39.3％）、「これからの生き方、

生きがい」（29.6％）の順となりました。これらの回答は、年代別に傾向が異なっており、「健

康や、介護が必要になった場合のこと」は、年齢が高くなるに従って割合が高く、60歳以上

では８割を超える割合となっており、「年金、住宅ローン、教育費など家計について」は、家

計を支える30歳代～50歳代で割合が高く、「これからの生き方、生きがい」は、10歳代～20歳

代で高い割合を示しています。また、特に40歳代では５割近くの人が「子どもの将来」に不

安を感じています。

市民意識調査結果の概要
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○住みよさの評価

「まあ住みよい」を含めて「住みよい」と感じている人は47.4％で、「住みにくい」と「や

や住みにくい」をあわせた割合9.5％を大きく上回り、総体的に住みよさを認識している結果

となりました。また、女性のほうが男性より住みよさを感じている割合が高くなっています。

○住みよさの評価

「まあ住みよい」を含めて「住みよい」と感じている人は47.4％で、「住みにくい」と「や

や住みにくい」をあわせた割合9.5％を大きく上回り、総体的に住みよさを認識している結果

となりました。また、女性のほうが男性より住みよさを感じている割合が高くなっています。

0 10 20 30 40 50 60 70
（％） 

健康や、介護が必要になった場合のこと 

年金、住宅ローン、教育費など家計について 

これからの生き方、生きがい 

子どもの将来 

仕事、家業や雇用 

社会や生活の安全 

親の健康や介護 

漠然とした不安 

家族とのコミュニケーション 

特にない 

無回答 

わからない 

その他 

 

63.9

29.6

22.4

39.3

19.5

27.5

27.5

7.8

21.2

10.7

1.2

4.7

1.5

1.8

住みよい 26.3

まあ住みよい 21.1
ふつう 40.3

やや住みにくい 5.7

住みにくい 3.8
無回答 2.8

今後の生活の不安（複数回答）

住みよさの評価（％）
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○環境保全について

環境保全に関して力を入れるべき施策の最も多い回答は「ごみの減量化」で、次いで「自

然環境の保全・整備」、「省エネルギー対策」、「地球温暖化防止対策」の順となりました。男

女別では、上位の順位は変わらないものの、男性では「不法投棄防止対策」、「環境モラルの

向上」、女性では「環境にやさしい用品の購入促進」の割合が比較的高くなっています。

○教育・文化について

教育・文化の充実・向上を図るために重要であると思うことは、「体験学習の機会を増や

す」、「地域文化の伝承・保存」、「学校教育の充実」、「芸術文化の鑑賞機会を増やす」、「学校

外での活動機会を充実させる」、「ホール等の整備」などの順となりました。

0 5 10 15 20 25 30 35 40

ごみの減量化 

自然環境の保全・整備 

省エネルギー対策 

地球温暖化防止対策 

不法投棄防止対策 

環境モラルの向上 

大気汚染などの監視と指導 

事業者への指導 

環境に配慮した公共事業の実施 

環境にやさしい用品の購入促進 

35.9

21.1

20.9

19.019.0

16.9

15.3

14.014.0

11.8

11.8

11.7

（％） 

環境保全について（複数回答）
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○高齢化・健康対策について

高齢化社会が進行する中で重要だと考える高齢化・健康対策は、「高齢者が気軽に参加でき

る機会の創出」、「高齢者、障害者の働く場を増やす」、「予防医療に力を入れる」、「早期発見、

早期治療に力を入れる」、「在宅福祉サービスの充実」などの順となり、高齢者が元気に活動

できるようにするための支援策と医療・福祉体制の充実が上位となりました。

○次世代育成支援対策について

「次世代を育成する地域づくり」のために必要な支援については、「仕事と子育てを両立で

きる環境の整備」、「経済的支援の充実」、「保育サービスの充実」、「安全な生活環境の整備」

を望む人が多く、特に「仕事と子育てを両立できる環境の整備」は、５割近くに上っていま

す。

0 5 10 15 20 25 30 35 40

体験学習の機会を増やす

地域文化の伝承・保存

学校教育の充実

芸術文化の鑑賞機会を増やす

学校外での活動機会を充実させる

ホール等の整備

障害児教育へのさらなる配慮

図書館等の活用

公民館講座の活用

文化財の保存・活用

37.1

25.9

24.9

21.2

17.8

13.9

13.1

17.8

15.9

13.9

13.1

12.2

11.2

（％）

0 10 20 30 40 50 60

仕事と子育てを両立できる環境の整備 

保育サービスの充実 

保健・医療の充実 

ゆとりある学校教育の推進 

安全な生活環境の整備 

情報交換・相談体制の整備 

経済的支援の充実 

地域で子育てを支援する体制づくり 

その他 

わからない 

無回答 

48.948.9

27.1

12.7

8.8

20.6

8.3

31.0

18.3

1.6

4.9

4.9

（％） 

教育・文化について（複数回答）

次世代育成支援対策について（複数回答）
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○土地利用のあり方について

土地利用のあり方についてたずねたところ、「遊休農地・荒廃農地の活用」、「優良農地の保

全」、「森林・里山の保全活用」、「商業地の活性化」、「良好な住宅環境の整備」などの順とな

り、本市の土地利用の現状と課題を反映した回答が上位を占めました。

○産業や地域経済活性化について

産業や地域の活性化のために重要だと思う点は、「人材の確保・育成」が最も多く、次いで

「地域ブランドの確立」、「地物を使った加工産業の育成」、「地域資源を活用した観光の推進」、

「生産者の意欲向上」などの順となりました。

○本市を代表するもの、活用すべきもの

本市を代表するものとしては、「一本木公園」、「中山晋平記念館」、「農産物」、「高野辰之記

念館」、「高社山」の順となりました。

一方、活用すべきものとしては、「農産物」をあげた人が最も多く、本市の基幹産業である

農業の活性化による地域振興に期待する市民が多いことがうかがわれます。次いで、一本木

公園については代表するものと同様に活用すべきと回答した割合が多くなっています。また、

代表するものとしては順位が低かった「ふるさとの森文化公園」、「ぽんぽこの湯」、「浜津ヶ

池」、「まだらおの湯」などを活用すべきものとして挙げる人が多くなっており、既存施設の

更なる活用を望む声を反映しているものと考えられます。

0 10 20 30 40 50 60

遊休農地・荒廃農地の活用

優良農地の保全

森林・里山の保全活用

商業地の活性化

良好な住宅環境の整備

都市基盤整備

公的な規制・誘導

工業団地造成・企業誘致

市街地の高度利用

歴史・文化資源の保全

主要幹線道路の活性化

わからない

現状のままでよい

無回答

その他

51.2

28.8

17.7

16.9

9.1

28.8

23.1

22.7

20.7

19.8

17.7

16.9

14.3

11.9

10.8

9.1

4.6

2.4

1.3

（％）

土地利用のあり方について（複数回答）
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○地域の将来像について

地域の将来像としてふさわしいと思うものは、「緑豊かな地域」が最も多く、次に「保健・

福祉の充実した地域」、「子育ての楽しい地域」となり、これら３つの回答に集中する傾向が

みられました。年代別では、20歳代～30歳代で、「みどり豊かな地域」と「子育ての楽しい地

域」を挙げた人が５割以上を占め、60歳以上では「保健・福祉の充実した地域」が最も多く

なっています。

0 10 20 30 40 50

緑豊かな地域 

環境に優しいうるおいのある地域 

資源循環型の地域 

快適性の優れた地域 

子育ての楽しい地域 

保健・福祉の充実した地域 

芸術文化の香り高い地域 

スポーツ活動の盛んな地域 

豊かな農林業を育む地域 

先進工業地域 

商業・観光地域 

市民活動の活発な地域 

地域間交流が盛んな地域 

その他 

わからない 

不明 

42.5

21.3

11.1

20.7 39.0

19.1

39.0

41.0

10.9

11.0

19.1

3.5

20.6

6.9

3.6

0.7

5.5

4.5

（％） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10

51.8 

46.8 

34.2 

30.8 

25.4 

22.3 

16.0 

15.6 

13.9 

11.3

一本木公園 

中山晋平記念館 

農産物 

高野辰之記念館 

高社山 

土人形 

土人形資料館 

ぽんぽこの湯 

千曲川 

ふるさとの森文化公園 

本市を代表するもの（上位10項目） 活用すべきもの（上位10項目） 

項　目 割合（％） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10

31.9 

23.1 

20.9 

16.4 

12.4 

11.5 

11.2 

10.1 

9.2 

9.1

農産物 

一本木公園 

ふるさとの森文化公園 

ぽんぽこの湯 

中山晋平記念館 

土人形 

浜津ヶ池 

まだらおの湯 

高野辰之記念館 

東山公園 

項　目 割合（％） 

地域の将来像について（複数回答）
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平成17年11月28日の総合計画審議会において、ワークショップの設置について説明。

平成17年12月１日から20日まで委員の公募を実施（広報誌、公式ホームページほか）。

19人の市民から応募があり、市の若手職員10人とあわせて29人の委員により構成。

第１回 日時／平成18年１月12日（木）午後６時30分～８時30分

場所／市民会館41号会議室

作業／中野市の現状についての学習（統計データ、市民アンケート）、グループ（担

当分野）分け、リーダー・書記の互選、検討テーマの設定など

第２回 日時／平成18年１月30日（月）午後６時30分～８時30分

場所／31・32号会議室

作業／各グループの担当分野における「中野市のいいところ、悪いところ」につい

て、KJ法により意見集約

第３回 日時／平成18年２月13日（月）午後５時30分～７時30分

場所／31・32号会議室

作業／各テーマに沿った課題の抽出を実施

第４回 日時／平成18年２月28日（火）午後６時30分～８時30分

場所／31・32号会議室

作業／課題を整理し、解決方法の検討作業を実施

第５回 日時／平成18年３月13日（月）午後６時30分～８時30分

場所／31号会議室

作業／作業のまとめとプロジェクト提案検討シートの作成

第６回 日時／平成18年３月29日（水）午後５時40分～７時25分

場所／32号会議室

作業／市理事者、部長、総合計画審議会委員に対してプロジェクト提案を発表

中野市の未来を語るワークショップの経過について
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■NNTP神田組グループ

ワークショップグループ作業のまとめシート（当時作成したものをそのまま掲載しています。）
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■未来をがっちりチーム晋平グループ

ワークショップグループ作業のまとめシート（当時作成したものをそのまま掲載しています。）
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■元気の素グループ

ワークショップグループ作業のまとめシート（当時作成したものをそのまま掲載しています。）



168

資
料
編

実施期日と参加人数

市民懇談会の概要

中野 

日野 

延徳 

平野 

高丘 

長丘 

平岡 

科野 

倭 

豊井 

永田 

72人 

50人 

46人 

79人 

39人 

65人 

63人 

56人 

46人 

72人 

54人 

642人 

６月21日（水） 

６月22日（木） 

６月26日（月） 

７月３日（月） 

６月30日（金） 

７月４日（火） 

７月５日（水） 

７月12日（水） 

７月13日（木） 

７月18日（火） 

７月31日（月） 

中野市市民会館41号会議室 

中野市農協日野支所会議室 

中野市農協延徳支所会議室 

中野市農協平野支所大会議室 

中野市農協高丘支所会議室 

長丘南部研修センター会議室 

中野市農協平岡支所２階会議室 

中野市農協科野支所大会議室 

中野市農協倭支所会議室 

北信州みゆき農協豊田支所２階会議室 

北信州みゆき農協永田支所会議室 

地　区 

合　計 

出席者数 開催日 会　　　　　場 
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